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国際ロータリー第2750地区　2021-22年度ガバナー

三浦　眞一

Governor's message Rotary International
District 2750
2021-22 Governor,

Shinichi Miura

世界中が100年に一度のパンデミックに襲われている
中でのスタートになりました2021-22年度も、3か月を
経過しました。緊急事態宣言下でのロータリー活動は、
会長・幹事をはじめ会員の皆様にとりましても大変厳し
い船出であったことと思います。しかしロータリアンに
は不屈の闘志があります。100年前にスペイン風邪（イ
ンフルエンザ）が大流行した時も、ロータリーはその活
動を止めることなく果敢にチャレンジし、見事に克服し
てまいりました。今回の新型コロナウイルスに対しても、
世界中でロータリークラブが、ロータリアンが、その動
きを止めることなく、撲滅の先頭に立って活動を続けて
います。

10月は「地域社会の経済発展月間」です。貧困地域の
経済発展を目的とした起業家、地域社会のリーダー、地
域団体を含む地域ネットワークを向上させ、雇用の創出、
支援がいき届いていない地域社会での貧困の削減、経済
と地域社会の発展に関連した仕事に従事することを目指
す職業人のための奨学金支援を強調しています。

また、日本独自の特別月間「米山月間」でもあります。
米山記念奨学事業の意義を深く認識し、寄付金を募り、
米山記念奨学生と米山記念奨学委員会を卓話に呼んでお
話を聞いていただきたいと思います。特に10月7日を含
む1週間は、学友が地元のロータリークラブと活動を共

にして交流を深めることが奨励されています。
10月5日には、シェカール・メータＲＩ会長が提唱し

ています世界7大会議の最初の会議が、韓国慶州で開催
されます。テーマは「環境・疾病予防と治療」。日本から
は午前中に、天野正博早稲田大学名誉教授が「忍び寄る
海洋汚染」と題して講演され、第2820地区から「地球環
境保全プロジェクト」についての活動発表があります。 
また「疾病予防と治療」につきましては第2570・2630・
2710・2750地区のガバナーが地区内で行われた事業を
発表いたします。ZOOMで開催となりますので、ぜひ参
加してください。

10月24日は「世界ポリオデー」です。第2750地区で
は、公共イメージ委員会が中心になり、10月18日（月）
～24日（日）の間、「トレインジャックプロジェクト」
と称して、ＪＲ東日本の女性専用車両の中刷り広告を
「END POLIO NOW」でジャックします。この事業は、
第2580・2590・2770・2790地区の皆様にも共催して
いただいています。最終日には、有楽町駅前広場でイベ
ントと併せ、「END POLIO NOW」のTシャツを着て東
京駅丸の内口からイベント会場までのウォークラリーを
行います。多くの会員のご参加を期待しています。

みんなで「奉仕の心がつながる行動」を、今すぐ興し
ましょう

コロナ禍でもロータリーは 
歩み続ける！

地域社会の経済発展月間 米山月間

雇用されているにもかかわらず1日にわずか1ドル90セ
ント（約220円）で暮らしている人の数は、世界で約8億
人。ロータリーは、地域社会とそこに住む人々が経済的・
社会的に自立するための機会を創出するなど、貧困問題
に持続可能な解決策をもたらすために活動しています。

ロータリーのプロジェクトでは、職に就くためのスキ
ル指導、人脈づくりの機会、会計・家計の管理やビジネ

スの研修を行っています。
米山記念奨学金は、日本のロータリーの創立者・米山

梅吉氏の功績を永遠に偲ぶことができるような事業をと
の思いから、「米山基金」として東京ロータリークラブで
始まりました。その後、全国に広がり、現在に至ってい
ます。日本で学ぶ海外からの学生のための奨学金で、学
友は母国と日本のために活躍しています。
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今年度（２０２１–２２）にかける思い
京浜グループ ガバナー補佐　小倉　薫雄（東京白金ＲＣ）

どんなとこ？ こんなとこ！ グループ紹介

さらなる飛躍に向けて
多摩東グループ ガバナー補佐　川島　保之（東京稲城ＲＣ）

多摩東グループは　府中市、調布市、多摩市、狛江市、
稲城市の9クラブで構成されています。今は一日も早く
コロナ禍を乗り越える事です。コロナ危機は、より良い
世界のためにチャンスです。
各クラブの会長の思いを‼

【東京府中ＲＣ】　コロナに負けずに例会、60周年記念事
業、継続事業を工夫して実施予定。
【東京調布ＲＣ】　コロナ禍でも親睦の和を繋ぎ、行動に
移し情熱を持ってロータリー活動を楽しみます。

【東京多摩ＲＣ】　聖蹟桜ヶ丘の小川のほとり、旭鮨で奉
仕活動に養蜂を行う、和やかでアットホームなクラブで
す。ぜひ桜の季節に遊びに来てください！
【東京稲城ＲＣ】　当クラブは49周年を迎えます。会員増
強し、奉仕活動の充実、近い将来、奉仕のできる稲城市
民を増やします。
【東京武蔵府中ＲＣ】　こんな時期だからこそ、会員相互
の絆を大切にして会員退会防止、会員増強に全会員で取
り組みます。

【東京たまがわＲＣ】　狛江にただ一つの R C として地域
社会に貢献できるクラブを目指しています。新たな事業
に挑戦します。
【東京多摩グリーンＲＣ】　創立30年を超えて、これから
もさらに地域密着型のクラブを目指し、奉仕活動の輪を
広げていきます。
【東京調布むらさきＲＣ】　市内二つ目のクラブとして誕
生して30年。ゴルフ、俳句、野球、バンドなど親睦を大
切に奉仕に活かす調布むらさきです。
【東京iシティＲＣ】　良い仲間がいて良いリズムが生ま
れ、生活の充実感を奏でてくれる、そんなクラブです。
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ロータリーファミリー支援委員会の取り組み
ロータリーファミリー支援委員会 委員長　青柳　薫子（東京広尾ＲＣ）

「日本のロータリー101年の年、新たな旅立ちの年に
あたり、ロータリーはロータリーファミリーを支援し、
共に成長していこう」ロータリーファミリー支援委員会
は、三浦ガバナーの強い思いを受けて、この7月にスタ
ートを切りました。ロータリーの奨学金制度（米山記念
奨学金、ロータリー財団奨学金、ロータリー平和フェロ
ー）や、青少年対象プログラム（ローターアクト、イン
ターアクト、青少年交換、RYLA）を修了した学友が、
その枠や世代を超えて交流を深め、プログラム修了後も
ロータリーと末長く繋がっていけるように、支援をして
いくことがこの委員会の目的です。今年度は次の3つの
取り組みを進めています。

① �ロータリー学友証の発行
奨学金やプログラム修了者にロータリーへの帰属意識を持っ
てもらうことが目的です。

② �Rotary Family Voice D2750発刊
社会で活躍中の学友にインタビューを行い、Webコンテン
ツで、その声（VOICE）を紹介しています。学友同士が互
いに知り合いネットワークを拡げるきっかけに、また、ロー
タリアンが各プログラムの理解を深め学友と共に親睦や奉仕
を行うきっかけとなることを期待しています。

Rotary Family VoiceD2750こちら  →
URL  https://rid2750rotaryfamily.jp/

③ �ロータリーファミリーホームカミングデイの開催
異なるプログラム出身のロータリーファミリーが集まり、情
報交換や交流を深める機会を提供します。海外在住学友にも
オンライン併用で参加頂き、新たなネットワーク作りができ
るような会を企画中です。
学友の皆様へのお声がけをどうぞよろしくお願いいたします。

日程：2022年5月21日(土)
場所：国立オリンピック記念青少年総合センター

ロータリーの理念を学んだ学友たちが、ロータリーフ
ァミリーの仲間としてロータリアンとともに活動をして
いけるよう、皆様のご支援、ご協力をどうぞよろしくお
願いいたします。

「10月は米山月間、引き続きご協力をお願いします」
米山記念奨学委員会 委員長　宮崎　陽市郎（東京三鷹ＲＣ）

日頃は米山記念奨学事業に対し深いご理解とご協力を
賜り誠にありがとうございます。

昨年度は、新型コロナウイルス感染拡大で、通常のク
ラブ例会が開催しづらい中、一昨年度の寄付合計額
79,534,202円を上回る79,727,096円、個人寄付平均は
17,603円から、18,328円となりました。これもひとえ
に昨年度のクラブ会長・幹事、米山記念奨学委員会の皆
様の多大なるご尽力のお陰と深く感謝申し上げます。 
今年度の地区の寄付目標は寄付総額1億円、個人寄付平
均は2万円です。どうぞ引き続きご協力をお願い申し上
げます。

皆様からいただいた寄付金のほとんどは奨学金に、そ
のほか奨学生・学友関係費、地区・世話クラブへの補助
費などに使われています。この事業の使命は、将来、日
本と世界とを結ぶ「懸け橋」となって国際社会で活躍し、
ロータリー運動の良き理解者となる人材を育てることで
すから、お世話クラブのロータリアンの皆さんが、どん
な奨学生に育てたか、育ってくれたかが重要で、いつか

はロータリアンになりたいと思われるような憧れの存在
でなければなりません。どうぞ米山奨学生とのつながり
を大切にしてください。

今年度地区ホームページに地区ブログ、ロータリーフ
ァミリーボイスを立ち上げました。米山奨学生の記事が
載っていますのでぜひご覧ください。また、米山月間は
もとより年間通して卓話のご依頼を受け付けておりま
す。直前でも構いませんので、お気軽に資金推進委員会
の相田委員長まで御用命ください。
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国際ロータリー第2750地区会員数報告 –8月分–
Distr ict  2750 Membership Report  Ju ly  2021

クラブ名 例会
会員数

21年7月1日 21年8月末 増減
千代田グループ
東京南 0 189 188 -1
東京芝 0 58 58 0
東京新橋 0 53 53 0
東京赤坂 3 46 51 5
東京みなと 2 32 32 0
東京麻布 3 13 13 0
東京グローバル 2 19 19 0
東京サンライズ汐留 2 16 16 0

銀座・日本橋グループ
東京銀座 2 185 185 0
東京日本橋 3 194 197 3
東京築地 3 70 71 1
東京日本橋東 1 42 42 0
東京中央 0 194 195 1
東京日本橋西 1 44 44 0
東京銀座新 0 76 75 -1
東京シティ日本橋 0 31 31 0
東京中央新 2 56 58 2
東京あけぼの 3 19 20 1
東京山王 1 37 36 -1

京浜グループ
東京羽田 0 51 51 0
東京品川 0 41 40 -1
東京大森 0 31 33 2
東京品川中央 0 28 28 0
東京田園調布 1 44 44 0
東京港南マリーン 0 17 17 0
東京大崎 1 24 24 0
東京蒲田 0 66 66 0
東京京浜 0 24 24 0
東京田園調布緑 0 18 18 0
東京白金 2 27 30 3
東京高輪 0 20 20 0

山の手東グループ
東京西 0 196 194 -2
東京城西 2 57 57 0

クラブ名 例会
会員数

21年7月1日 21年8月末 増減

東京西南 2 40 41 1
東京原宿 2 14 15 1
東京杉並 1 38 38 0
東京神宮 2 24 24 0
東京恵比寿 3 108 108 0
東京広尾 2 26 26 0
東京渋谷 2 35 35 0
東京六本木 3 53 52 -1
東京愛宕 3 31 31 0

山の手西グループ
東京世田谷 1 41 43 2
東京目黒 3 33 33 0
東京成城 1 15 16 1
東京世田谷南 0 87 89 2
東京城南 0 15 21 6
東京山の手 0 70 69 -1
東京成城新 2 30 31 1
東京青山 0 16 15 -1
東京自由が丘 0 14 14 0
東京米山友愛 3 37 37 0
東京米山ロータリーEクラブ2750 2 35 35 0
東京代官山 2 26 27 1

多摩南グループ
東京八王子 3 59 60 1
東京町田 0 57 60 3
東京日野 3 31 31 0
東京八王子西 3 107 107 0
東京町田・中 0 23 23 0
東京八王子東 3 34 33 -1
東京八王子南 3 76 76 0
東京町田サルビア 0 35 36 1
東京飛火野 3 21 21 0
東京町田東 0 29 29 0
東京八王子北 3 42 42 0

多摩中グループ
東京立川 0 118 120 2
東京小金井 3 38 38 0

クラブ名 例会
会員数

21年7月1日 21年8月末 増減

東京国分寺 0 37 37 0
東京三鷹 0 39 40 1
東京昭島 0 51 51 0
東京国立 1 42 42 0
東京立川こぶし 0 86 87 1
東京井の頭 0 23 24 1
東京昭島中央 0 48 48 0
東京武蔵国分寺 3 40 41 1
東京小金井さくら 0 29 29 0
東京国立白うめ 1 16 16 0
東京ピースウィングE 3 21 21 0

多摩東グループ
東京府中 3 51 53 2
東京調布 0 60 60 0
東京多摩 2 17 17 0
東京稲城 0 26 26 0
東京武蔵府中 0 39 38 -1
東京たまがわ 1 17 17 0
東京多摩グリーン 0 26 26 0
東京調布むらさき 0 64 65 1
東京iシティ 0 18 18 0

パシフィック・べイスングループ
Guam 4 51 53 2
Saipan 4 44 46 2
Tumon Bay 2 60 61 1
Northern Guam 2 31 32 1
Pohnpei 16 16 0
Palau 2 16 16 0
Guam Sunrise 4 14 16 2
Truk Lagoon 0 8 8 0
Pago Bay Guam E 2 25 24 -1

国内87クラブ計 4,226 4,262 36 

地区96クラブ計 4,491 4,534 43 

ロータリアンの皆様、ガバナー月信をお読みいただき
ありがとうございます。

コロナ禍も1年半以上が経ち、人々の関わり方は大き
く変わりました。ロータリー活動においても直接コミュ
ニケーションを取ることが難しく、お互いに意見や気持
ちを伝え合える機会も限られています。

そのような状況だからこそ、皆様にガバナーのお考え
や思いをお伝えできるガバナー月信を一層大切にしてい
きたいと考えています。

そして、より正確にわかりやすく地区・クラブの動向
や情報を皆様に発信し、より多くの方にご覧いただける
ガバナー月信を目指して参ります。　

編 集 後 記
石川　和子（東京中央新ＲＣ）

この記事は、各クラブへの
「ガバナー月信 配信版」で

ご参照ください。


